
　
　
　
　
紹
　
　
　
介

の
構
成
を
批
毒
し
て
所
謂
佐
藤
家
蝿
の
調
質
を
否
認
し
そ
は
要
す

る
に
蟻
蜂
の
観
念
的
製
作
に
過
ぎ
す
ε
い
ひ
又
彼
が
自
ら
翻
し
て

そ
の
猫
創
に
臨
つ
る
ざ
い
ふ
思
想
－
こ
理
論
も
多
く
は
他
に
そ
の
所

嫁
を
求
め
得
べ
く
こ
の
見
地
よ
り
す
れ
ば
彼
は
畢
寛
輩
な
る
編
纂

者
に
す
ぎ
す
ざ
評
す
べ
き
も
こ
の
編
纂
は
そ
の
本
質
に
於
て
偉
大

な
る
綜
合
を
意
味
し
か
く
し
て
成
立
せ
る
纒
濟
學
膿
系
は
彼
猫
特

の
組
織
な
り
唱
こ
し
た
。
而
し
て
彼
の
思
想
湖
展
の
地
盤
ミ
な
れ
る

覚
知
は
同
時
代
に
於
い
て
餅
鰹
及
ひ
生
見
鼠
殺
に
顯
れ
た
國
民
経

濟
的
不
安
が
そ
れ
で
あ
り
、
そ
の
救
濟
に
封
ず
る
要
求
が
塗
に
彼

を
し
て
最
後
に
國
家
臣
本
主
義
的
理
論
を
終
結
せ
し
む
る
に
至
っ

た
ミ
す
る
の
で
あ
る
。
著
者
は
さ
き
に
「
韓
紅
海
の
乱
髪
學
」
を
著

し
て
唯
物
史
槻
を
提
唱
し
「
現
代
歴
史
哲
學
の
基
礎
」
を
與
へ
た
ミ

得
す
る
暴
挙
新
進
の
學
徒
で
あ
り
本
書
は
正
に
か
の
理
論
に
封
ず

る
實
蛮
的
方
面
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
か
。
｝
讃
し
て
そ
の
態
度

の
鮮
明
を
感
ず
る
が
入
物
又
は
想
想
を
そ
の
時
代
ε
環
境
ε
の
中

に
見
る
方
法
は
我
々
が
過
去
に
於
て
も
な
ほ
こ
れ
を
見
た
ε
こ
ろ

で
は
な
か
ら
う
か
。
只
我
々
が
感
謝
す
る
は
近
來
経
．
濟
學
の
立
揚

よ
り
歴
史
を
見
る
者
が
往
々
に
し
て
あ
ま
り
に
概
念
的
な
歴
史
の
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理
解
を
試
み
る
に
険
し
著
者
が
愼
重
な
る
歴
史
家
の
態
度
に
於
て

問
題
を
取
扱
は
れ
た
灘
で
あ
る
。
さ
れ
ば
そ
の
歴
史
的
理
鰐
は
概

ね
安
當
で
は
あ
る
が
、
聯
か
冗
長
で
あ
る
。
（
菊
判
二
〇
九
頁
、

償
二
・
○
○
、
東
京
岩
液
書
店
嚢
行
）
〔
罷
後
〕

　
　
空
談
山
斗
肚
文
書
　
　
　
談
山
脚
趾
墨
書
奉
賛
會

　
一
三
峯
の
草
創
は
事
新
し
く
引
く
迄
も
な
く
、
祭
紳
大
織
冠
鎌

足
公
の
長
子
蘭
曲
和
爾
の
建
立
せ
る
妙
樂
寺
、
後
年
大
織
冠
の
黙

像
を
安
置
せ
る
聖
嬢
院
に
あ
る
。
爾
…
來
藤
原
氏
の
繁
雑
ミ
共
に
寺

勢
羨
し
、
廣
大
な
る
嶺
、
多
撒
の
焚
は
浄
、
の
糠
の
糞
瑚

ミ
相
承
っ
て
、
南
都
北
嶺
に
つ
ぎ
廷
臣
の
一
大
威
嚇
ミ
な
っ
た
。
、
（

其
勢
力
の
踊
る
・
所
幾
度
か
兵
火
の
厄
に
遭
ひ
な
が
ら
駿
し
き
刀

槍
ミ
共
に
爾
書
誌
五
百
通
の
文
書
を
藏
有
し
て
み
る
。

　
彼
の
由
緒
、
こ
勢
力
ε
を
有
せ
る
談
由
紳
肚
の
文
書
が
政
治
に
、

経．

Z
に
或
は
朝
廷
武
家
の
交
渉
に
深
き
零
墨
を
持
つ
事
は
想
像
に

難
く
な
い
。

　
前
宮
司
吉
井
任
地
氏
は
本
町
胤
に
奉
仕
し
て
よ
り
什
籔
を
整
理

し
、
如
此
資
料
を
早
し
く
秘
藏
す
る
を
惜
し
み
、
擬
に
春
臼
紳
魅

文
書
を
編
修
刊
行
し
て
學
界
に
大
な
る
貢
黙
せ
ら
れ
た
る
本
學
中



　
村
助
教
授
に
囑
し
、
薙
に
本
書
の
上
梓
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ

　
る
。

、
　
春
B
榊
祉
文
書
－
こ
略
同
様
の
形
式
に
お
い
て
本
文
七
九
六
頁
よ

　
り
成
杢
，
談
薬
舗
祉
文
字
し
の
學
術
的
償
値
の
偉
大
な
る
は
今
夏
多

　
言
を
要
す
ま
い
。
．
研
究
者
の
踏
む
大
な
る
徒
勢
を
省
く
此
の
事
業

　
の
如
何
に
困
難
で
あ
る
か
は
、
史
料
編
纂
掛
の
そ
れ
ご
思
併
せ
て

　
大
な
る
感
謝
を
編
者
並
び
に
刊
行
者
に
蕪
け
な
け
れ
ば
な
ち
ぬ
。

　
　
内
容
は
岡
版
二
四
、
卜
書
五
三
幅
を
完
載
す
る
Q
岡
版
口
次
の

　
｝
部
を
示
さ
ば
、
瀞
影
、
御
破
裂
御
李
癒
勅
使
参
向
圖
、
並
び
に

　
斬
願
告
丈
等
は
岡
版
－
こ
共
に
談
由
乾
鮭
御
破
裂
の
國
家
的
意
義
を

　
理
念
し
、
あ
る
も
の
は
郡
山
御
遷
座
の
軍
事
的
意
義
を
、
或
は
織

　
豊
徳
三
氏
の
封
献
寺
を
窺
ひ
得
ら
れ
よ
う
。
叉
は
後
陽
戒
天
皇
御

　
震
筆
後
法
興
院
政
家
記
抄
、
跨
道
長
上
口
時
竪
文
、
狩
野
難
平
自

「
筆
騒
歌
、
費
生
太
夫
勝
吉
書
籍
、
鵜
殿
芸
無
納
日
記
、
以
下
の
比

　
類
稀
な
る
史
料
を
容
易
に
利
用
し
得
ら
れ
る
。

　
　
而
し
て
巻
末
附
録
に
作
製
牧
録
せ
ら
れ
た
る
題
名
、
胤
男
名
、

　
地
名
、
件
名
の
諸
索
引
は
如
何
に
情
心
に
多
大
の
便
を
與
へ
る
で

　
あ
ら
う
所
蔵
文
書
総
輯
録
粕
こ
共
に
そ
の
凋
到
な
る
用
意
は
蓋
し
推

　
　
　
　
紹
、
　
　
　
分

賞
の
辞
を
嵩
ま
な
い
も
の
で
あ
る
．

　
如
此
資
料
集
の
刊
行
が
各
大
鮭
、
大
寺
、
諸
藩
等
に
於
て
行
は

れ
る
な
ら
ば
日
本
研
究
に
如
何
に
役
立
ち
容
易
に
な
る
で
あ
ら
う

か
。
吾
人
は
今
こ
の
書
を
手
に
し
つ
Σ
そ
の
理
想
の
實
現
の
一
霞

も
早
か
ら
ん
事
を
所
っ
て
や
ま
な
い
。
（
菊
版
附
録
八
　
頁
、
橿

位
置
、
星
野
書
店
）
〔
寺
尾
Ψ

　
　
欝
気
瀧
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山
川
智
慮
著

　
本
書
は
日
蓮
聖
入
の
信
者
で
あ
り
研
究
者
で
あ
る
署
者
が
聖
人

に
就
い
て
研
究
し
た
過
去
の
業
績
を
纏
め
て
世
に
撫
だ
さ
れ
た
も

の
で
、
明
治
四
＋
二
年
よ
り
最
近
に
至
る
ま
で
の
論
設
十
三
篇
を

含
み
、
其
の
大
部
分
は
既
に
諸
種
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
主
た
る
内
容
は
第
一
部
史
的
研
究
、
第
一
門
史
的
考

謹
、
日
蓮
聖
人
の
燈
心
立
願
の
時
期
を
論
ず
、
溝
澄
寺
宗
旨
の
攣
遷

ε
其
の
寺
絡
位
地
を
考
ふ
、
叡
由
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
の
師
友
の

研
究
、
李
左
衛
門
尉
頼
綱
の
父
組
・
こ
其
の
位
地
樺
力
及
び
信
仰
、
第

こ
門
史
的
考
察
、
「
親
鷺
日
蓮
爾
上
人
の
封
照
」
の
批
判
、
第
二
部

丈
商
的
研
究
、
第
一
門
眞
蹟
研
究
、
｝
、
日
蓮
聖
人
御
坑
蹟
L
噛
こ
其
の

「
鮒
摘
録
」
、
第
二
門
越
文
研
究
、
「
三
大
秘
法
抄
」
の
諏
彌
問
題
，
第
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